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第１章 計画の基本的な考え方 

 

 

１ 計画策定の趣旨 

中長期財政計画は、市税収入をはじめとする歳入の予測及び各種計画と連携した歳出の見通し

を中長期的な視点から示すもので、計画的で持続可能な財政運営を推進するために策定するもの

です。 

 

２ 計画の位置づけ 

本計画は、総合的かつ計画的な市政運営を図るために策定された第６次所沢市総合計画を財政

的視点から支援し、実効性を高めるためのものです。 

 

３ 計画の会計 

本計画は、普通会計（本市では、一般会計、土地区画整理会計及び下水道会計の一部を合算し

たもの）を対象とし、策定しています。 

 

４ 計画の期間 

本計画のうち、中期財政計画の期間は、第６次所沢市総合計画前期基本計画の期間に合わせ令

和元年度から令和６年度までとします。 

長期財政計画の期間は、第６次所沢市総合計画の期間に合わせ令和元年度から令和１０年度ま

での１０年間とします。 

 

５ 歳入・歳出の推計値 

本計画では、歳入は予算科目別、歳出は性質別に分類しそれぞれ推計しています。 

また、前期基本計画や実施計画との連動性を図るため、各年度の当初予算額を推計値としていま

す。 

 

６ 計画の見直し 

本計画は、社会経済情勢の変化や行政改革の進捗状況等を踏まえたローリング版を毎年度策定

し、計画の実行⇒分析・評価⇒修正・実行というサイクル（循環）を繰り返しながら実効性の確保を図

ります。 
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第２章  中期財政計画 

 

第１節  歳 入 

 

（１） 令和５年度推計額と予算額の比較 

 

 令和４年３月に策定した「中長期財政計画（令和３年度ローリング版）」における令和５年度推計

額と、令和５年度当初予算額を比較します。 

 令和５年度予算は、推計値と比較し約２億円の減となりました。計画策定時に影響額を見込むこ

とができず今回の増減に大きな影響を与えた事案としては、国の地方財政対策で示された臨在財

政対策債の減少や普通建設事業の進捗に伴う普通債の減少などがあり、「市債」が大幅に減とな

りました。 

また、令和４年度実績を踏まえた「市税」や、新型コロナウイルス感染症対策事業でワクチン接

種事業が令和５年度も引き続き計上されたことにより、財源となる「国・県支出金」が増となりまし

た。 

 

 （単位：百万円） 

区  分 Ｒ５年度予算 Ｒ５年度推計 比較増減額 

市   税 54,429 52,882   1,547 

譲与税・交付金・地方交付税 13,421 12,129 1,292 

分担金及び負担金・使用料・手数料 2,030 2,084 △54 

国・県支出金 30,152 29,566 586 

市   債 7,713 12,095 △4,382 

その他（諸収入等） 8,575 7,755 820 

合  計 116,320 116,511 △191 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）歳入のローリング  

 

【主な比較増減理由】 

市 税 

個人市民税の増 10.4 億円 

 譲与税・交付金・地方交付税  

地方消費税交付金の増 8.0 億円 ／ 普通交付税の増 4.0 億円  

 分担金及び負担金・使用料・手数料 

    一般廃棄物等処分手数料の減△0.6 億円 

 国・県支出金 

    新型コロナウイルスワクチン接種事業の増 7.9 億円 

市 債 

臨時財政対策債の減△17.0 億円 

 その他 

基金繰入金（財政調整基金）の増 8.2 億円  



3 

 

 

令和４年度中に新たに判明した増減要因に加え、最新の人口推計や令和５年度予算額を踏まえ、

歳入予算の推計をローリングしました。 

「市税」については、令和５年度予算においてはコロナ前の水準まで戻り、決算額と比較しても直

近１０年において最も高く見込んでいます。しかしながら、令和５年度をピークとし、その後は生産年

齢人口の減少や固定資産税の評価替えの影響を受け減少傾向にあります。 

また、歳出予算において「普通建設事業」等の進捗により将来推計に変更が生じていることから、

こうした歳出の動きを「国・県支出金」や「市債」などの歳入の推計に反映させています。 

 

 

    【ローリング前】 

（単位：百万円） 

 区 分 Ｒ元年度予算 Ｒ２年度予算 Ｒ３年度予算 Ｒ４年度予算 Ｒ５年度推計 Ｒ６年度推計 

市  税 52,290 52,341 51,820 52,509 52,882 52,845 

譲与税・交付金・地方交付税 9,095 10,682 11,103 12,129 12,129 12,127 

分担金及び負担金・使用料・手数料 2,955 2,176 2,131 2,084 2,084 2,084 

国・県支出金 27,035 27,953 28,396 29,736 29,566 29,071 

市  債 11,836 7,063 6,809 6,407 12,095 9,685 

その他（諸収入等） 7,330 7,669 7,866 8,432 7,755 7,233 

歳入合計 110,541 107,884 108,125 111,297 116,511 113,045 

 

↓ 
 

   【ローリング後】 

（単位：百万円） 

 区 分 Ｒ元年度予算 Ｒ２年度予算 Ｒ３年度予算 Ｒ４年度予算 Ｒ５年度予算 Ｒ６年度推計 

市  税 52,290 52,341 51,820 52,509 54,429 53,828 

譲与税・交付金・地方交付税 9,095 10,682 11,103 12,129 13,421 13,819 

分担金及び負担金・使用料・手数料 2,955 2,176 2,131 2,084 2,030 2,030 

国・県支出金 27,035 27,953 28,396 29,736 30,152 30,010 

市  債 11,836 7,063 6,809 6,407 7,713 11,784 

その他（諸収入等） 7,330 7,669 7,866 8,432 8,575 8,419 

歳入合計 110,541 107,884 108,125 111,297 116,320 119,890 
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第２節  歳 出 

 

（１） 令和５年度推計額と予算額の比較 

 

 次に、歳出予算について前回推計額と比較します。 

 令和５年度予算においては、普通建設事業費について、第２一般廃棄物最終処分場整備事業や

所沢駅ふれあい通り線整備事業の進捗に合わせ事業費が見込みより大きく減少しました。 

 また、原油価格・物価高騰の影響による光熱費の増加、新型コロナウイルス感染症対策に係るワ

クチン接種事業の継続に伴い、「物件費」が大きく増加しています。 

 さらに、介護保険繰出金等が増えたことから、「繰出金」も増加しています。 

 

 （単位：百万円） 

区  分 Ｒ５年度予算 Ｒ５年度推計 比較増減額 

人 件 費 19,779 19,799 △20 

扶 助 費 29,350 29,862 △512 

公 債 費 7,803 7,983 △180 

物 件 費 19,718 17,734 1,984 

繰 出 金 10,928 10,717 211 

普通建設事業費 13,645 15,400 △1,755 

その他一般歳出 15,097 15,016 81 

合  計 116,320 116,511 △191 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な比較増減理由】 

人件費 

職員手当・共済費・給料減△1.1 億円 

 扶助費  

児童手当・特例給付の減△2.8 億円 

 公債費 

    令和３年度借入額及び借入利率確定に伴う減 △1.8 億円 

 物件費 

    新型コロナウイルスワクチン接種事業の増 7.9 億円  

繰出金 

介護保険特別会計繰出金の増 1.0 億円 

 普通建設事業費 

第２一般廃棄物最終処分場整備事業の減 △18.2 億円 

所沢駅ふれあい通り線整備事業費の減 △19.7 億円  

 その他一般歳出 

    埼玉県後期高齢者医療療養給付費負担金の増 1.4 億円 
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（２） 歳出のローリング 

 

歳入同様、令和５年度予算額をベースに歳出予算の推計をローリングしました。 

令和５年度予算において計画値とのかい離の要因となったワクチン接種経費については、令和

６年度以降は見込んでいません。各年度の歳出合計は、普通建設事業費の見込について進捗状

況などをもとに精査した結果、令和３年度ローリング版の計画値を上回る規模となったため、歳出

合計も増加しています。 

 

 

   【ローリング前】 

（単位：百万円） 

 区 分 Ｒ元年度予算 Ｒ２年度予算 Ｒ３年度予算 Ｒ４年度推計 Ｒ５年度推計 Ｒ６年度推計 

人件費 17,386 20,038 19,995 19,770 19,799 19,667 

扶助費 27,647 27,925 28,706 29,604 29,862 30,128 

公債費 6,514 6,802 7,790 7,800 7,983 7,852 

物件費 17,997 16,737 18,484 19,577 17,734 17,922 

繰出金 9,126 9,121 10,247 10,628 10,717 10,751 

普通建設事業費 18,786 12,991 8,981 8,840 15,400 11,747 

その他一般歳出 13,085 14,270 13,922 15,078 15,016 14,978 

歳出合計 110,541 107,884 108,125 111,297 116,511 113,045 

 

↓ 
 

   【ローリング後】 

 

（単位：百万円） 

 区 分 Ｒ元年度予算 Ｒ２年度予算 Ｒ３年度予算 Ｒ４年度予算 Ｒ５年度予算 Ｒ６年度推計 

人件費 17,386 20,038 19,995 19,770 19,779 19,146 

扶助費 27,647 27,925 28,706 29,604 29,350 29,564 

公債費 6,514 6,802 7,790 7,800 7,803 7,803 

物件費 17,997 16,737 18,484 19,577 19,718 19,179 

繰出金 9,126 9,121 10,247 10,628 10,928 10,992 

普通建設事業費 18,786 12,991 8,981   8,840 13,645 17,742 

その他一般歳出 13,085 14,270 13,922 15,078 15,097 15,464 

歳出合計 110,541 107,884 108,125 111,297 116,320 119,890 
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第３節  目標指標 

 

（１） 実質公債費比率の推移と展望 

  

    実質公債費比率は、借入金（市債）の返済額（公債費）の大きさを、市の財政規模に対する割合

で表したもので、数値が大きくなるほど借金の元利償還費が財政運営を圧迫している状態といえま

す。 

実質公債費比率は決算額に基づいて算出するため、令和４年度の実績値は現時点では未確定

です。現在最新の実績値である令和３年度の比率は、3.9％（３か年平均）となりました（参考：単年

度比率 4.9％）。 

    「第６次所沢市総合計画前期基本計画（計画期間：R 元～R６まで）」のなかで、達成すべき評価

指標の一つとして実質公債費比率の目標を 5.0％以下と設定しており、過去の決算状況を参考に

限られた情報から令和６年度までの実質公債費比率を推計で見込んだ結果、各年度の目標値は

達成する見込みです。 

 

 

 

 

 

   【目標値】 

指標名 単位 現状値 年度別目標値 

実質公債費比率 ％ 

H29 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 

2.1 5.0 以下 5.0 以下 5.0 以下 5.0 以下 5.0 以下 5.0 以下 

 

↓    

【実績値】 

指標名 単位 年度別実績値 

実質公債費比率 ％ 

H29 年度 H30 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R４年度 

2.1 2.4 2.6 3.1 3.9 未確定 
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（２） 将来負担比率の推移と展望 

 

将来負担比率は、市が将来負担すべき負債の大きさを、市の財政規模に対する割合で表したもの

で、数値が大きくなるほど将来における財政負担が重いことを意味します。 

実質公債費比率と同様、将来負担比率も決算額に基づいて算出します。このため、令和４年度の

実績値は現時点では未確定となり、現在最新の実績値である令和３年度の比率は、3.0％となりまし

た。 

 「第６次所沢市総合計画前期基本計画（計画期間：R 元～R６まで）」のなかで、達成すべき評価指標

の一つとして将来負担比率の目標を 30.0％以下と設定しており、過去の決算状況を参考に限られた

情報から令和６年度までの将来負担比率を推計で見込んだ結果、各年度の目標値は達成する見込

みです。  

 

 

   【目標値】 

指標名 単位 現状値 年度別目標値 

将来負担比率 ％ 

H29 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 

2.6 30.0 以下 30.0 以下 30.0 以下 30.0 以下 30.0 以下 30.0 以下 

 

↓ 
    

【実績値】 

指標名 単位 年度別実績値 

将来負担比率 ％ 

H29 年度 H30 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R４年度 

2.6 － 6.2 6.9 3.0 未確定 

   

 

※平成３０年度の実績値については、税収等の一般財源を充てるべき将来負担が無い状態である

ことから「－」で表示しています。 
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第３章  長期財政計画 

 

第１節  歳入・歳出 

 

 令和５年度予算をベースに、令和１０年度までの推計をローリングした結果は以下のとおりです。 

下段の括弧書きは前年度ローリング時の推計です。 

  

【歳入】                                                       （単位：百万円） 

Ｒ元年度
予算

Ｒ２年度
予算

Ｒ３年度
予算

Ｒ４年度
予算

Ｒ５年度
予算

Ｒ６年度
推計

Ｒ７年度
推計

Ｒ８年度
推計

Ｒ９年度
推計

Ｒ10年度
推計

52,290 52,341 51,820 52,509 54,429 53,828 53,926 54,000 53,550 53,569

(52,882) (52,845) (53,247) (53,576) (53,143) (53,175)

9,095 10,682 11,103 12,129 13,421 13,819 13,819 14,119 14,219 14,319

(12,129) (12,127) (12,127) (12,127) (12,127) (12,127)

2,955 2,176 2,131 2,084 2,030 2,030 2,030 2,030 2,030 2,030

(2,084) (2,084) (2,084) (2,084) (2,084) (2,084)

27,035 27,953 28,396 29,736 30,152 30,010 29,846 29,515 29,972 30,278

(29,566) (29,071) (29,102) (28,895) (29,140) (29,252)

11,836 7,063 6,809 6,407 7,713 11,784 6,270 5,630 6,525 6,521

(12,095) (9,685) (6,843) (6,843) (6,843) (6,843)

7,330 7,669 7,866 8,432 8,575 8,419 8,021 8,014 7,937 7,917

(7,755) (7,233) (6,765) (6,705) (7,309) (7,503)

110,541 107,884 108,125 111,297 116,320 119,890 113,912 113,308 114,233 114,634

(116,511) (113,045) (110,168) (110,230) (110,646) (110,984)

そ　の　他

　歳　入　合　計　

区　　分

市　　　　　税

地方譲与税・交付金・地方交付税

分担金及び負担金・使用料・手数料

国庫支出金・県支出金

市　　　　債

 

 

 
【歳出】                                                       （単位：百万円） 

Ｒ元年度
予算

Ｒ２年度
予算

Ｒ３年度
予算

Ｒ４年度
予算

Ｒ５年度
予算

Ｒ６年度
推計

Ｒ７年度
推計

Ｒ８年度
推計

Ｒ９年度
推計

Ｒ10年度
推計

17,386 20,038 19,995 19,770 19,779 19,146 19,423 19,073 19,354 19,279

(19,799) (19,667) (19,764) (19,574) (19,669) (19,610)

27,647 27,925 28,706 29,604 29,350 29,564 29,814 30,077 30,352 30,641

(29,862) (30,128) (30,404) (30,559) (30,725) (30,901)

6,514 6,802 7,790 7,800 7,803 7,803 7,998 8,417 8,275 8,448

(7,983) (7,852) (8,277) (8,443) (8,288) (8,489)

17,997 16,737 18,484 19,577 19,718 19,179 20,109 19,035 19,349 19,221

(17,734) (17,922) (17,967) (17,879) (18,142) (18,200)

9,126 9,121 10,247 10,628 10,928 10,992 11,077 11,189 11,322 11,476

(10,717) (10,751) (10,778) (10,797) (10,806) (10,806)

18,786 12,991 8,981 8,840 13,645 17,742 10,000 10,000 10,000 10,000

(15,400) (11,747) (8,000) (8,000) (8,000) (8,000)

13,085 14,270 13,922 15,078 15,097 15,464 15,491 15,517 15,581 15,569

(15,016) (14,978) (14,978) (14,978) (15,016) (14,978)

110,541 107,884 108,125 111,297 116,320 119,890 113,912 113,308 114,233 114,634

(116,511) (113,045) (110,168) (110,230) (110,646) (110,984)

普通建設事業費

その他一般歳出

　歳　出　合　計　

区　　分

人　件　費

扶　助　費

公　債　費

物　件　費

繰　出　金
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第２節  今後の見通し 

 

過去の決算状況等を基に今後の財政収支を推計した結果、予算規模は今後も１,０００億円を超える

状態が続くものと予測されます。 

歳入の見通しにおいては、生産年齢人口の減少等により、歳入の約５割を占める市税収入について

大幅な増加が見込めず、令和５年度をピークと推計しています。また、地方自治体の財源保障機能を担

う地方交付税やその補填分である臨時財政対策債についても、性質上、国の財政状況に大きく影響を

受ける収入であることから、今後も厳しい財政状況に置かれることが予見されます。 

一方、歳出については、高齢化の進展に伴う扶助費、「所沢市公共施設長寿命化計画」に基づく公共

施設・インフラの更新費や公債費、ウクライナ情勢の長期化に伴う原油価格・物価の更なる高騰による

影響、脱炭素に向けた取り組みなどが予定されており、引き続き増加が見込まれます。特に義務的経

費については高い水準で推移するものと思われ、予断を許さない状況が続くものと懸念されます。 

本推計では、計画期間の全てにおいて歳出が歳入を上回る状態が続くことが見込まれ、歳入と歳出

の均衡を図るため、財政調整基金等の取り崩しによる財源調整を行っており（歳入の「その他」に計上）、

収支のバランスの確保が難しい財政運営が予測されます 

財政調整基金は時代の変化に伴う新しい住民ニーズや社会情勢及び経済状況の変化、災害や新型

コロナウイルス感染症など不測の事態に対応するため、市の貯金として必要なものです。 

基金依存度の高まりを抑制しつつ、一定規模の基金残高を維持し、健全な財政運営の維持に取り組

んでまいります。 

 

 


